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開 催 日 時 平成２８年１１月１３日（日） 午前１０時００分 ～ １２時００分 

開 催 場 所 市役所北別館 会議室１ 

担 当 議 員 

班代表者 河口 靖子 

司 会 者 尾﨑 輝雄 

報 告 者 宮嶋 良造 

記 録 者 谷口 雄一、森本 茂 

班    員 
（上記以外） 

高味 孝之、炭本 範子 

参 加 人 数 １８人 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

 

Ｑ：新給食センター建設予定地について、棚倉小学校まで２０分で着くと

の話だが無理があるのでは。梅美台に決定されたメリットは。 

Ａ：教育委員会の説明するメリットとして、木津・山城の給食センターは、

建物、設備とも老朽化が進んでおり、新たに７千食対応のセンターを

建設するにあたり、合併推進債が活用でき、食物アレルギー対応の給

食も実施することができる。 

また、現在の給食センターは、野菜、肉類の搬入口が同じ等、食中毒

対応等が不十分。新センターでは最新の衛生基準に対応できるとの説

明を受けた。 

予定地については、幾つかの候補地があったが、決定地以外の場所は、

下水道整備を行わなければならない。決定した予定地は、下水道の設

備があり、条件整備の点でもメリットがある。配送時間も、教育委員

会が実際の配送車で走行し、約２０分であったとのことであった。 

 

Ｑ：ＪＲ加茂駅の職員２人態勢の存続を求める請願に対して、反対議員の

意見を伺いたい。 

Ａ：民間企業であり、あくまで民間主導で判断されたものとして反対した。 

 

Ｑ：クリーンセンター建設予定地について、道路拡幅等の対応が必要では。 

特別委員会において、副市長は府へ要望しているとの回答だったがそ

の後の返事を確認すべき。 

Ａ：今後も経過について確認する。地元では、歩道を要望しており、先般

地元住民の協力が得られたので、工事着工に向け調査等の進展が見込

まれる。 

 

Ｑ：日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求めるとの意見書に

対して、反対議員の意見を伺いたい。 

Ａ：最終目的としての核兵器全面禁止の思いは同じであるが、現状はその



進展が見られない。日本政府は核保有国との信頼関係の下で核軍縮・

核不拡散の考えに基づく段階的な現実路線を進めており、その取り組

みを支持する。 

 

Ｑ：ＪＲ奈良線の複線化は。 

Ａ：市全体の課題である。機会に応じて要望、働きかけを行っていきたい。 

 

Ｑ：ニュータウンで消防団を組織できないか。 

Ａ：行政も組織化を目指しているが、任意団体である消防団については現

実的に人が集まらない。しかし、ニュータウンにお住まいで消防団に

参加されている方もおられる。いずれはニュータウンにおいて組織づ

くりを進められることを期待している。 

 

Ｑ：政務活動費の現状は。 

Ａ：会派所属議員については月１万円、無会派議員は月７千円、使途につ

いてはホームページで公開しているが、会派広報紙や議会報告、視察

等の政策調査に使っている。昨年度の決算額は２０６万円。 

 

Ｑ：政務活動費が適正に使われているのか。その確認方法は。 

Ａ：領収証は、議会事務局において公開している。今後、ホームページで

の公開も検討する。 

 

Ｑ：基金果実を活用した「市民公募型協働事業」の創設とあるが、基金果

実ではなく政務活動費を使えないか。 

Ａ：法律上も不可能であり、難しいと考える。昨年度実績で基金利子は１

００６万円。地域活性化の原資として活用できないかとの政策提言で

ある。市独自の財源である。 

 

Ｑ：中央地区の土地取得費について、将来のまちづくりに活用とあるが市

議会として考えは。 

Ａ：都市計画マスタープランにおいても、今後の課題とされている。駅東

地区の開発は、排水対策の課題がある。本格的な開発については放水

路の整備等が必要で行政も認識している。 

 

Ｑ：市内に火葬場が必要では。 

Ａ：市民の方からの要望は多い。過去に広域事務組合において検討されて

きた。一般質問では、財政面や維持管理の点で検討しないとの回答で

あった。建設場所の選定が難しく、現在は計画がない状態。 

 

意見：・木津川台や城山台における町づくりに大きな投資をしている。旧

木津町の内水対策について目を向けていただきたい。 

   ・荒廃農地の問題。 



 

 

 上記のとおり、報告します。 

 

平成２８年１１月２８日 

 

木津川市議会議長 倉  克伊  様 

 

           平成２８年度第２回議会報告会  

 

第２班 代表者  河口 靖子  ㊞ 

質問・要望等

で行政側へ報

告すべき内容 

 

・きのつバスの料金を１００円にしてほしい。精華町くるりんバスは１０

０円、奈良市も高齢者は１００円となっている。高齢者の自動車事故が

増えている。移動手段はバスに頼らなければならない。 

・介護保険事業会計の決算は、黒字となっている。保険料を少しでも下げ

て欲しい。 

・以前、府営水の値下げがあった。水道料金について、精華町は下がって

いるのに、木津川市は上がっている。検討してもらいたい。 

・市職員の市民への対応が悪い。 

 

そ の 他 

特 記 事 項 

 

 


